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『赤い 鳥』の 読者投稿欄に 関す る研 究

仲本　美央

（育英短期大学）

　はじめに

　 日本 の 近代 児童文学 の 成 立 期 とい わ れ る大⊥E時代 に

お い て は、多くの 児童出版物が 誕生 した が、その 中で

も重要視 され て い る雑誌 の
一．一

つ が 『赤 い 鳥』 で ある 。

それだけ に、内容豊富な 『赤い 鳥』の 作家 ・
作品 ・

綴

り方 ・
文化運動な どの 文学的 ア プ ロ

ーチの 研究が多く

の 研究者 に よっ て 試み られ て きた。こ れ らの 研究 に よ

り、『赤 い 鳥』 は 廃刊 して 七 卜年弱経 っ た現代 に お い

て もな お 、そ の 文 学的価値が評価 され て い る。

　本研 究 に お い て は、こ の 『赤 い 鳥』 の 読者投稿欄 か

ら、刊行 され て い た当時 の 『赤い 鳥』が どの よ うな意

図 ・内 容 を持 っ て 読者 へ と情報 を発 信 し、そ して 読 者

自身 に どの よ うに 受 け 止 め られ、発 展 して い っ たの か

を明 ら か にす る こ とを 目的 とす る。さ らに 、こ れ ま で

の 研 究 で は 取 り組 まれ な か っ た 当 時の 読者で あ っ た 人

々 か らの投稿に よ る 言葉を探 る こ とで 、よ り具体的な

『赤い 鳥』の 実態 を 明 らか に す る もの で あ る。

1 ．置●い働1 にPts て

　児童 文 芸雑誌 『赤い 鳥』は、1918（大正 7）年 7 月 に

鈴木 三 重吉主宰 の もとで 赤 い 鳥社よ り創 BJされた。創

刊 か ら 1929（昭和 4）年 3 月 ま で を前期 『赤い 鳥』、 復

刊 （1931（昭和 6）年 1月）から 1936年 12月まで を後

期 『赤 い 鳥』 と呼ばれ、前期後期合算 して 通巻 196 冊

f｛j行した。創 同に際し、鈴木三 藁吉は 「童話と童謡 を

創作す る 文学的運動 」 と い う抱負 の 下 に 『赤 い 鳥』運

動を行 い 、大正デモ クラシ
ー

思潮 ・自由主義文化 の 中

で児童文学 ・児童文化 の 革新運動 へ と発 展 し て い っ

た。

2 ．饒密撥●欄の龜旨とその 名称

　 『赤 い 鳥』の 読者投稿欄は、創刊時の 1918（大止 7）

年か ら、ほ とん ど巻末 に 掲載 され て い た。前期 『赤 い

鳥』第
一

巻第一・
号の 読者投稿欄 の 冒頭 に は 、左 記 の よ

うな文章が掲載 され て い る，記され て い る とお り、読

者投稿欄は 「通信」 とい う名称か ら始ま っ た。こ の 名

称 は 『赤い 鳥』終刊 に 至 る ま で 、使用 され て い た もの

で あ る が、刊行途中に 数 回 の 変更および項 目 別の 名称

付加がみ られた。詳細 は表 1 の 通 りで ある。

　読者投稿欄 は、「直接購読者諸君 の た め に …
」 とあ

る よ うに読者側 の 意見や要求、読者同 士 お よ び読者と
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　 『赤い 鳥』編 集 側 と の 交 流 の 場 等 とい っ た 読 者側 の

立 場を尊重す るた め と い う主旨の も とに 設け られ て い

た。そ れ だ け に 創刊当初 は、その 掲載 内 容 は 『赤い 鳥』

に 対す る意見
・感想 ・要求 ・

提案や読者で あ る．子 ど も

た ち の 日常の姿、読者同士 の 交流の 声等が主で あ っ た 。

しか し、そ の 内 容 は 時代 の 流れ と共 に 変化 し て い き、

そ の 変化 した 内容に 沿 っ て変更 され て きた の が読者投

稿欄の 名称 で あっ た 。

〈 表 1 ＞ 　読者投稿欄 の 名称

巻号数 名称

1 〔前期レ第
一
巻策

一
号〜第

一
巻第六号 「通信 」

2 第二 瞥第
一一

腎一第二三巻第
一

号 「少年少女」 「通 倒

3 第r 巻筋二 号 〜第五巻第一・号 「通信」

4 五 巻篤二 号〜第五巻第二 号 名称な し

5 第五 巻第四 号〜第 十 E 巻第二 号 「通信 」

6 蜻十 三巻第 三 号
、
摩
．
卜三 齢 箏六 号 「通信」 「赤い 鳥付録」

7 窮 セ四巻第 ・号〜第十六 巻第．一号 「通信1
8 第

．
卜六巻篤 二 号、鯖 ．

卜八 巻第四号 「講話」

9 第十 八巻第五 号〜第十 fし巻篇
一
号 「講話亅 「通信」

10 第 卜九巻第 二 号〜第 二 十 二 巻三
一
号 「通信 」

11 〔後期 〉第
・一

巻篇
一
号〜第七巻第六 号 「講諭 樋 信 j

且2 第八 巻第
一

号
〜第八 巻 第二号 「通信 」

13 第八誉第三号 、第 十巻窮五 号 「講話」 「通信 」

14 第 十巻第六 号 名称な し

15 購十一巻第 一号〜購十
一巻旃 内 号 「講話」 「通信」

16 第 トエ 巻賠
一
号 「通信 」

17 第十 二 巻第二号 名称な し

18 篤 十二巻第三 号 「編集 室 か ら」
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3 ．罰奮投冩欄の陶響

　 『赤い 鳥』読者投稿欄 の 内容 に つ い て 取 り 」．：げる，、

全 て の 内 容 に つ い て 調 べ た 結 果は 、表 2 の よ うで あ っ

た．

＜ 表 2 ＞ 　読 者投稿欄 の 内容　　※前…前期 後…後期

内　容 回 訊 掲載期間

1 綴 方 ・竜話 ・肋彗
「
読物 の 選評 2

．
三 乳 前第

．
巻第

．
号
・ 

後第 ｝
．
：二巻踊

一
号

2 繧 方研 究 ・綴方 の 庄童 n 前都三 巻第四 号
・一前 第四巻第穴 号

3 投 倍 俸品 の 当爵 舌 名 簿 1肌 前第
．．
巻第　

．
弩
．一後第 1．．巻窮 f［：皆

4 地 方竄話
・各地厳戯法 7 前窮三巻嬉 ∴ 号〜前第四巻第 厂二号

5 寵話 ・自 1婁1詩 LD選評 176 前 第一巻 第 ．．・号〜i愛第 十．．一巻 第四 号

6 地方逝緬 64 前 第二憩 第四 号
・曾前第二

．
ト
・一巻第．五号

7 自由 画選評 Ll9 前 第四巻 第四 号一．後第 六 巻窮．丑二号

8 白出画作 r罧、 42 齣 第七 巻 第二号
〜後第六 巻 第五 号

9 曲譜愚評 35 前第 ＝齢第 六 号  前第 τ 1∵巻篇　 号

10 赤 い 鳥に 対す る 感想 ・竜見等 615 丙訂第 巻 第 F霧．〜「羞窮
．
ト
．一

巻 第1∫曙F｝

11 日常の 出柬事や 舞え 1幽4 前鋼1．・巻第
一

号〜衝 第 1．．誉第六 号

12 証 煮の 質 悶
・
要 隶等への 解筈 107 前第

．一
巻第

．一
号一俵第丸巻第二弓

・

13 本 の 紹 介 跖 前箭四巻第ご号
・ 

隆第
．1．．巻第六号

量4 お 知ら 翌ヒ・訂正 14， 前第
．．・巻第

．・
号
・一後第十　

・巻第   号

15 写真 39 前第 二巻笥 四 ≒｝〜隆第 卜譽箭六 咢
・

16 赤 い 鳥の 会会艮舜築 ヱ〔1 前節 1．五巻第四 号一前雨 卜九 讐第7二号

17 赤 い 鳥金 目 （愛読家工 名薄 lB 前 第
．・

巻旃 二号一後第 1．．一監第 丑．号

18 赤 い 鳥の 配会名簿 3 前坿 十六 誉筋　 弓、前箭 卜七 巻窮 y・号

19 赤 い 鳥 の 会部会酒信 鏖 前 第＋
．
し巻第 二号

20 赤 い 篇 特 墫図 爵購 読童 13 前籠五 卷第　 L｝〜前箒 六 誉第 六号

21 赤い 鳥特遇 図 書購説余 員呂簿 互5 前第五 巻窮　・号〜前箭 し巻第 ぺ弓
・

22 日 峯騎道輝 「「¶に つ い て 2 前第 二．十巻筋 な号〜後第
．．．
巻 篇正 弓

23 震鎚私儒 監 前 笥 卜
．．

巻 窮 四 号

24 科学読物に つい て 3 前窮 八 巻第　 号一．前 第 1．ノ倦 第！三号

25 厂
レ監r二少 女用 図書特醒 3 前第 四巻第四 号

〜萌第四 巻箒 六 旨

26 満
．
周年を迎えて 1 後第．三巻第

．
号

27 幼児 の 誹 1 後篤 四 醤第 ．慰．

28 矯 iFF台療推黶 3 後箭四巻第 六 号
． 俵第 五巻第 三 号

29 背∫嘆 い 話 1し｝ 後第 五 巻 窮六 号〜後第 八 巻第
＝

号

30 誌代 耒 納に つ い て 10 後第二巻第
一．
号へ後第

．
←
一

毬第二号

31 三 颪 占著の 綴 彦読本｝」 つ い て f陶後第十
一
巻第三号 後第十

．．．・一巻 第四 号

32 鈴木 ．二重 葭か ら愛読家諸 瀦 へ 59 後第
・
譽第

．・
号〜後 第十 二 巻第

．．一
号

33 鈴 ．1．7
孔重 吉死盡 報告 1 後第

．
卜
．
訊 巻第 ．考

341 旦悼 号 に
『．．・い ζ 1 後第 1．；＝巻第

．一．号

35 そσコ他 ヨo 前第
…

巻第
一．・

号〜後第 牝巻蕭 二二 弓
．

　 ヒ記 の よ うな内容 の か ら次 の よ うな こ とが 明 らか と

な ’
二）た u

（D 『赤 い 鳥』 の 読者投稿欄 は、創刊当初に は読者同

　 士及 び 読者 と 『赤い 鳥』 の 編集者
’
側 との 交流 の 揚

　 と して 、そ の 欄 を 設 け て い た が 、『赤 い 鳥』側 の 時

　 代 の 流れ．による主旨の 変化によ っ て 、読者 の 声の

　 掲載 が 増加 し た り 減 少 し た り し て い た。こ の 背 景

　 に は、自由教育運動 として 『赤 い 鳥』が打 ち川 し

　 て い た 綴 り方 ・童話 ・敢謡 ・自山詩 ・自山画 ・曲

　 譜な どの 普及 振興が大きな影響を 1チえ て い た。

（2）読者 の 赤 い 鳥に対す る意 見や質間 、要求、疑間 な

　ど を掲載し、赤 い 鳥編集側 か らそ れ ら の 質問 や 要求

　に 対 して 解答 して い る 内容 か ら、読．者の た め の 雑誌

　として、『赤 い 鳥』 の 内容変革に読者 の 意見を多く

　取 り入れ 、実 行 して い た。

（3）読者
’
の
．
投稿内容 か ら、『赤 い 鳥』の 読者 は 「享受者

　と し て の
．
子 ども」 「子 どもの 本 の 選 び 手 と な る 親や

　先生 とい っ た 大人 」 「童話な どの 投稿を行 っ た
．
文学

　者 を 口指 す 大人 」 「『赤 い 鳥』を
．
つ の 文学作 品 と し

　て 読む文学者 」 な ど様 々 で あ っ た。

（4）鈴木
．．
三愈

卜

辛は ，創刊 当初 か ら こ の 読者 投稿欄 を 活

　．fllして 読者に 対 して さ ま ざま 活 動 の 働きか け を 行 っ

　て い た。特 に 、後期赤い 鳥に お い て は 「愛読家諸君
．

　へ 」 と い う欄を設け、支 部会などの 活性化 を促 して

　い た 。 そ こ に は 、『赤 い 鳥』 の 理想 とす る 読者像が

　現れ て い た。

（5）読者投 稿欄 の 名称は、（D に あげられ た よ うな内容

　 の 変遷 に よ っ て、随時変更され て い た ，，

（6）当時 の 『赤い 鳥』 の 読．者 は、『赤 い 鳥』 を購読を楽

　 し み、受容 して い た だ け で な く、その 『赤 い 鳥』 の

　与 え たモ ッ ト
ーに 沿 っ て 活動 し、周辺 へ と活動を 広

　げて い た、，さ ら に は 、読者投稿欄内 に お い て 、雑誌

　 の 内容 を編集者と共に 吟味 し、発展させた。

鳳おわりに

　 今 回 の 研
．
究 に お い て は 、『赤 い 鳥』読 者投 稿 欄 の 内

容の み に しか 焦点 を 当て きれず 、それ をまとめ るの み

に 終 わ っ て し ま っ た。し か し、こ の 研 究結 果 か ら、読

者投稿欄 の 研究 に 留 ま ら ず、『赤 い 鳥』研 究 の あ ら ゆ

る分野 で の 貴重な資料 が 多く含 まれ て い る と考え る 。

今後は、読．者投稿欄以外 の 『赤 い 鳥』 の 内容や 『赤い

烏』関係者、時代的背景等 と照 ら し合わ せ なが ら、よ

り深 く読者
’
投稿欄か ら 『赤 い 鳥』を探 っ て い きた い と

考え る 。
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